
＜参考資料２＞ 現地調査マニュアル等 

２ 現地調査マニュアル 

（１）調査の目的について 

 空家等の実態を把握・空家台帳を作成し、空家対策の効率化を図り、また空家等の利

用状況を把握し、データを活用し、酒々井町の空家等対策計画の策定することを目的とす

る。 

この目的により、以下の調査を行う。 

①建築物が「空家等」に該当するか（空家等がどれくらい存在するのか） 

②空家等のうち、利活用可能なものはどれくらいあるのか 

③外観調査（建物・敷地の管理状況） 

 

（２）調査の対象について 

空家等については、その定義上、使用用途や建物規模は限定されていないが、酒々井町

の調査においては、全ての建築物の調査を行うことは困難であるため、調査の対象につい

ては、調査目的や空家等対策の優先順位等を考慮し、「住宅」の用途に限定する。 

 

（３）調査の区域について 

酒々井町全域とする。 

 

（４）調査の手法について 

調査手法としては、以下の３つを基に実施する。 

①机上調査：所有者突合調査、水道の閉栓状況、地域住民からの情報提供等 

（空家等の可能性のある建築物の抽出） 

②現地調査：外観調査等 

③所有者権利者等調査：物件情報調査（登記・課税情報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①机上調査 

・所有者突合調査 

・水道の閉栓状況 

・地域住民から情報提供 

②現地調査 

・外観調査 

 建物・敷地の管理状況 

③所有者権利者等調査 

・物件情報調査 

 登記・課税情報 

特定空家等かの判断 



（５）調査フロー 

 

（６）現地調査の項目について 

6-1.現地調査の主な内容としては、以下の通りとする。 

①建築物の状況  ②敷地の状況 

③立木等の状況  ④塀や擁壁などの状況 

⑤建築物の利用状況 

計画準備

空家等候補の抽出

空家等調査図作成（案）

空家等現地調査票作成（案）

空家等現地調査

調査結果資料整理

所有者権利者等調査

空家等調査図作成

空家等現地調査票作成

データベース構築

（報告書作成）

成果品納品

空家調査結果 

・空家等現地調査票 

・現地写真 

資料収集 

・都市計画図  
・住宅地図 
・貸与資料等 
・水道の閉栓情報 
・地域住民からの情報提供 



例：このまま放置すれば倒壊する等の恐れがある。 

   老朽化等により腐食していて衛生上よくない・ 

   その他周辺の生活に影響を及ぼす等して放置されている等 

 

現地調査は、外観調査を基本とし、空家等の周囲を見て回ったり、空家等の外観写真を

撮る。その際は、周辺住民や通行人等に配慮し、腕章や名札等を明示することや、写真に

空家等以外の隣家などが写りこまないようにするなど注意が必要である。 

また、建築物の倒壊等の危険性や外壁の落下等による通行者への危険性などにより、特

定空家等として早急に対応しなければならなくなるケースも想定されるため、建物の不良

度の測定を評点シートを基に採点し、危険度も併せて確認する。 

なお、特定空家等に該当するかどうかの判断基準については、ガイドラインによりおお

まかな基準は出ているが、詳細な項目の基準が無いため、現地調査の結果とガイドライン

で示された方針を踏まえ、酒々井町の実情を考慮の上、個別に判断する。 

 6-2 現地写真の撮影について 

 ①接道状況の確認 

  空家対象物件への接道状況を確認するため、入り口からの写真を撮影する。 

 

 

 

             公道 

 

 

     公道 

 

 

 ②空家対象物件の撮影 

  空家対象物件を公道上から、正面から２方向撮影する。また、対象物件の裏を撮影

出来る場合、同じく公道上から２方向を撮影する。 

  ※最低正面から２方向以上撮影を行う。 

 

 

 

正面  公道         公道 裏 

 

 

 

空家対象物件 

撮影方向 

空家対象物件 



③敷地の管理状況の確認 

 敷地の管理が著しく不全の場合、公道上から撮影を行う。 

 

 

 

     正面  公道 

              敷地 

 

 

 

 

【別紙１】 空家等現地調査票 

【別紙２】 評点シート 住宅の不良度の測定基準評価（木造住宅等） 

【参考】 

国 土 交 通 省 「地方公共団体における空家調査の手引き ver.1」平成２４年６月 

 千 葉 県  空家等対策のための実態把握調査マニュアル  平成２８年３月 

埼 玉 県  空家実態調査方法マニュアル（第１版）    平成２７年１２月 

 公益社団法人 全国市街地再開発協会 『住環境整備 2013』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空家対象物件 

 



３ 空家等現地調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 外観調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

５  調査結果 

  机上調査及び現地調査結果より、『老朽危険度』『影響度』『管理』について下

表にとりまとめた。また、住民などからの苦情情報と照合し、77 件中 49 件（63.6％）

が「空家」及び「空家と思われる」家屋と一致する結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             平成 28 年度 空家等実態調査 より 

 

 

 

 

 

 


